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くるりんは・・・ふゆにうまれたうさぎのこ
はるになってすあなのそとにでてみると、
ほわっとしっぽがさいた（こぶしのはなに
にているね）
しっぽをよくみようと、みぎにまわったり
ひだりにまわったりしてるうち、ほっぺが
うずまきになったよ
みんなから「くるりん」とよばれるようにな
りました
それからたちかわをげんきにはしりまわっ
ているよ
だけどみんなともっとなかよくなりたく
て、くるりんバスからとびだしてきたんだ

く  る り ん

もともとはバスのシン
ボルマークとして誕生。
公募への挑戦をきっか
けに全身も描かれ、み
んなに愛されるキャラ
クターとなり活躍の場
が増えました。

誕生時の原案は誕生時の原案は
こんな感じこんな感じ

　まちで見ない日はない「くるりん」と、不思議な魅力の「ウドラ」。その生みの
親である鳥澤安寿さんとまつおよういちさんが待望の初対談。誕生秘話から将
来の展望まで、立川への愛を形にしてきた2人のクリエーターが語ります。
問広報プロモーション課シティプロモーション推進係・内線2657

ボールペンで描かれたラ
フ画。口のラインや体形
など、試行錯誤の跡が残
るこの一枚から、あの独
特な愛らしさが生み出さ
れました。
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　市民の立川愛が特産品の立川うどを突
然変異させ、怪獣ウドラが誕生！
　市をアピールするキャラクターという
ことで、特産品の立川うどを怪獣化した
キャラクター「ウドラ」がうまれました。
　立川市キャラクターには残念ながらな
れませんでしたが、立川市公認なりそこ
ねキャラクターとして再び現れ、立川市
のパワーで皆さんに愛されるキャラクタ
ーとして成長しています。
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いって。
――ウドラもあっという間に、イラストから飛び
出して、立川のまちに降り立った印象があります。
　　　　 そうなんです。コトブキヤ＊さんに夢を
聞かれて、「イラストだけでなく、実際に立川のまち
を歩くウドラが見たい」と答えたら、すぐ実現して
くれて。目の前で動くウドラと子どもたちが触れ合
う姿を見たときは、いきなりゴールに着いちゃっ
たようなスピード感に、夢を見ているようでした。

＊ウドラのキャラクター展開を行っている市内企業

――対してくるりんは公認の立川市キャラクター
として浸透していったんですね。
　　　　 はい。最初は数点だったデザインも、今で
は170種類を超えています。JR立川駅北口のウェ
ルカムボード設置や、10周年記念のイベントでは、
ファンの方にも来ていただいてうれしかったです。
着実に活動の幅が広がっていきました。

「伝える」使命と、「寄り添う」想い「伝える」使命と、「寄り添う」想い
――「キャラクターを制作してよかった」と感じる
ことはありますか。
　　　　 コロナ禍でマスクをしているくるりんを
描いたときなどに強く感じたのですが、行政のよう
なエッセンシャルワークといわれる仕事と、エン
タメや販促などの仕事は、実は表
裏一体で、どちらか一方だけで
は存在し得ない気がしたんです。
くるりんはコミュニケーション
を円滑にするという役目を担っ

ているので、行政でもありエンタメでもある。そん
な重要で貴重なお仕事をさせていただいているこ
とに幸せを感じています。
　　　　 私はやっぱり、ファンの方からの声が本
当にうれしいです。ウドラを好きと言ってくれる
方のために始めた活動がきっかけでここまで来ら
れましたが、その気持ちは今も変わっていません。
最初はファンの方の前に出ると、恥ずかしくてモジ
モジしていました（笑）。
　　　　 もう「公認」といえるくらい活躍していま
すよね。
　　　　 そう言ってくださるのはありがたいこと
ですが、「公認」はくるりんのもの。ウドラはあくま
で「なりそこね」だと考えています。頑張ったけどう
まくいかなくて足

あ が
掻いている人たち。そんな人た

ちに「そのままでいいんだよ」と寄り添える存在で
ありたい。そこがウドラの大切な立ち位置だと思
っています。
――すてきな考えですね。今後してみたいことはあ
りますか。
　　　　 くるりんは単体のイラストが多いのです
が、なんだかさみしい気がして。他のキャラクター
と一緒のイラストをもっと描けたらなと思ってい
ます。
　　　　 欲を出しすぎると失敗すると思っていま
すので、モニュメントまで建ててもらった今、こ
れ以上多くは特別望まないようにしています。く
るりんとウドラが手を取り合って立川とうどのPR
に一日でも長く役立っていければと思っています。
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2002年 2012年 2013年

市民バスのシンボルマーク「くる
りん」と愛称「くるりんバス」が
決定し、くるりんバス運行開始

立川市キャラクター投票で
１位獲得 !

立川市キャラクター投票で２位。
立川市公認なりそこねキャラク
ターとして活動を開始する

コトブキヤと出会い、キャ
ラクター化へ。オフィシャ
ルグッズを発売開始 !

JR立川駅北口デッキで
「くるりんウェルカム
ボード」をお披露目

くるりんのカラー
マンホール第 1 弾
設置

2014年 2018年 2020年 2022年

くるりんが描かれた立川市
オリジナルナンバープレー
ト限定交付（現在は終了）

立川市内の子どもたちが夢を形
にする事業を支援するプロジェクト

「ウドラ夢たち基金」がスタート

立川市公認なりそ
こねキャラクター
として 10 周年

J R 立川駅南口デッキに
くるりんとウドラのモニュ
メントが誕生 !

立 川 市 キャラク
ターとして 10 周年

2025年

くるりんとウドラ
のあゆみ

Profile
市内在住。グラフィックデザイナーの

経験を生かしてウドラを制作

立川市公認なりそこねキャラクター ウドラ

作者 作者 まつおよういまつおよういちちさんさん
Profile

市内在住。クリエイティブディレクター
として活躍中

立川市キャラクター くるりん

作者 作者 鳥鳥
と りと り

澤澤
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安安
あ ん じ ゅあ ん じ ゅ

寿寿さんさん

1位

誕生時の原案は誕生時の原案は
こんな感じこんな感じ

対談のオフショットなどを、シティプ
ロモーションサイト「たちまちたちか
わ」で見ることができます。
「たちまちたちかわ」について、くわ
しくは4面で紹介します。

互いのキャラクターに感じた互いのキャラクターに感じた
“リスペクト ”“リスペクト ”
――お二人は普段から交流はあるんですか。
　　　　 実は、こうしてしっかりお話しするのは
今回が初めてですね。
　　　　 イベント会場などでは何度かお会いして
いるんですが、対談は初めてです。よろしくお願い
します。
――お互いのキャラクターの第一印象を教えてく
ださい。
　　　　 立川市キャラクター投票の最終投票に残
ったウドラを見て、心惹かれるものを感じました。
見た目のインパクトもそうですが、作者の魂が込め
られているというか。正直なところ、くるりんじゃ
ないのであればウドラがいいなと感じ、実際にその
ことをまつおさんに伝えました。
　　　　 元々くるりんバスで知っていましたが、
体が付くことでよりかわいくなったと感じました。
私自身はかわいいキャラクターを描くことが得意
ではないので、差別化のため大人にも受け入れやす
いようなデザインを目指しましたが、子どもたちは
くるりんのかわいさのほうが絶対好きだろうなと
思いました。
――互いにリスペクトを感じていたんですね。そ
んなキャラクターたちが生まれたきっかけは何だ
ったのでしょうか。
　　　　 まつおさんのお話にもありましたが、く
るりんは、応募する前から「市民バスのシンボルマ

ーク」として2002年から既にまちを走っていたん
です。立川市キャラクター公募の際は、既存キャラ
クターは対象外かなという認識だったのですが、

「既存の“マーク”そのままではなく、新たに“キャラ
クター”としてデザインするのであれば応募できま
すよ」とアドバイスをいただいて。そこから試行
錯誤しながら作り上げていったんです。ウドラは
どうやって生まれたんですか？
　　　　 私は当初、応募なんて
全く考えていなかったんです。
でも、デザインの仕事をしてい
たのと、絵を描くのが趣味だった
こともあって、妻から「せっかく
立川に住んでいるんだから」と強く背中を押された
のが応募のきっかけです。最初は気が進まなかった
ので、締め切り3日前ぐらいになってようやく重い
腰を上げました。最初の案はうまくまとまらなかっ
たので、気分転換に入ったお風呂で方向性を変える
と決心し、「うどの怪獣」にたどり着きました。

「公認」と「なりそこね」、「公認」と「なりそこね」、
それぞれの転機それぞれの転機
――ウドラは惜しくも2位でしたが、その後どんな
道を歩んできたのですか。
　　　　 公認にはなれませんでしたが、投票して
くれた方への感謝を込めて、SNS上で細々と「立川
市公認なりそこねキャラクター」として活動を始め
たんです。そうしたら、活動が企業の目に留まり
……気付いたら信じられないような展開になって

立川のまちで活躍する人（たちまちびと）を通して、立川を「たちまち  もっと  好きになる」特集シリーズ。今回が記念すべき第 1 回です（不定期掲載）。

生みの親が語る、キャラクター たちの誕生と未来生みの親が語る、キャラクター たちの誕生と未来
特 別 対 談


